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マ イ ラー ・ア ー ンチ ャル にお け る
若 干 の 地 方 語 彙 に つ い て
三木 雄一郎

フ ァニー シ ュヴ ァル ナ ー ト ・レーヌ らの小 説 「マ イ ラー ・ア ー ンチ ャル」(1954)
は、 ヒンデ ィー文 学 に 「地 方小 説」 の呼称 とジ ャ ンルを定着 させ、 そ れ以後 地 方 の農村
を舞台 とす る多 くの小 説 が 輩 出す る契機 とな っ た記 念碑 的 な作 品で あ る。 カメ ラの レン
ズ を思 わせ る ような作 者 の 目 は独 立前後 の ビハ ー ルの農村 の姿 を土 地問 題か らカース ト、
政 治運 動 、 さ らには祭 礼 や俗 信 、 日常生 活 の些 事 に いた る まで克 明 にあ ます ところ な く
捉 え て い る。 そ してそ の独 特 の写 実的 な文体 を支 え る もの と して見 逃 せ ない のが地 方 語
彙(sthaniksabd)の多用 で あ る。標 準 的 な ヒンデ ィー語 辞典 には記 載 されて い な い よ
うな語 彙が民 謡 の歌 詞 は もち ろん、会話部 分 や地 の文 に まで ふ んだ んに用 い られて いる。
確 か に それ らは同 じヒ ンデ ィー語地 域 で あ って も他 地域 の読 者 に とって は理 解不 能 も し
くはは なは だ し く理解 困難 な もの が多 い ため、 ス トー リー性 の欠如 も加 わっ て結 果的 に
こ の作 品 を読 み に くい もの に して い る とい う批 判1は そ の限 りにお い て正 当 な もので あ
る。 しか しそ れ らの語 彙 を使 っ た作 者特 有 の語 り口が 、作 品 を土 の香 りの す る地 方色 豊
か な もの と し、 そ こ に住 む人 々 の息 吹 を伝 え る上 で少 な か らぬ効 果 を上 げて い る こ とも
ま た事 実 で あ る。 小稿 で は こう した語 彙 の うち典 型的 な もの をい くつ か選 ん でそ の意 味
を記 し、必 要 に応 じて用 例 をテ キス ト(PhanisvarnathRenu,MailsAmcal,NewDelhi,
1982,12thed.)およ びその他 の文 献 か ら訳 出 した。 なお語 彙 の選定 にあ たって は、標準
的 な辞書 とされ るHindiSabdsagar,Banaras,1965-75(以下HS)お よびManakHindi
Kos,Prayag,1964(以下MHK)に 、見 出 し語 と して記 載 され て いな い こ とを原則 と し
た。 た だ し類似 の語形 が 記載 され て いる場合 はそ れ を明記 した。
とこ ろで筆 者 は94年 の暮 れ か ら年 明 け にかけ て、作 品の舞 台 とな って い る ビハー ル
州 ア ラ リヤ ー県(旧 プルニ ヤー県 の北 部)を 旅行 す る ことがで きた。い わゆ る ミテ ィラー
地 方 に属 す る地域 で あ る。バ トナ市在 住 の 詩人 ジテー ン ドラ ・ラー トウル氏 らの案 内 で
オ ウラー ヒー村(レ ー ヌー ・ガー ン ヴ)に あ る レーヌ ーの生 家 を訪 ね、 わ ずか 数時 間 で
は あ ったが村 の人 々 に い くつ か の地 方語 彙 につ い て直接 質 問す る機会 に恵 まれ た。 日本
で い くら調 べ て も意味 が わか らず現 地 を訪 れ て初 めて わか った言 葉 もある。40年 以上
前 に書 か れ た作 品 に登 場 す る語 や慣用 句 が今 日で も作 者 の生 まれ た村 で使 用 され てい る
の を知 っ た と きは、思 わず興 奮 で声 が上 ず って しまっ た。 また ラー トウル氏 か らは作 中
の い くつか の地 方 語彙 がU.P.州 境 に近 い ビハ ール州 西部 に位 置 す る氏 の出 身 の村 で
もその ままの形 で使 われ る と教 え られ てお おい に驚 い た。 こ こにあ げ た語 彙 の解 説 の多
くは これ らの方 々 の ご教示 に よる もの であ り、深 く感 謝 の意 を捧 げ た い。 これ らの 聞 き
取 りをは じめ、 各 語彙 の意 味 を考 え る際 の参 考 とした資料 は以下 の とお りで あ る。
1たとえば、MahendraCaturvedi,HindiUpany¢s;EkSarveksan,Dilli,1962,p.211新しく 「マイ
ラー ・アーンチャル」を読む人のために
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0オ ウ ラ ー ヒ ー 村 の 人 々 の 教 示 。
PPPhanisvarnathRenu,PartsParikathd,NewDelhi,1961
Rラ ー ト ウ ル 氏 の 教 示 。
RCNagarjun,RatinathkaCaca,Allahabad,2nded.,1953
SSastri,T.N.L.,MaithliLokgitokaAdhyayan,Agra,1962
TPhanisvarnathRenu,Thumar%NewDelhi,1981,6thed.
UMailaAmcal(inUrdu),NationalBookTrustIndia,NewDelhi,1975
Vバ ト ナ の ク マ ー ル ・ヴ ィ マ ル 博 士 の 教 示 。 な お 見 出 し と し て 取 り 上 げ た 語 彙 に は
Oを 付 し た が 、 そ の 中 で ロ ー マ 数 字 は テ キ ス トの 第1部 と2部 の 区 別 を 、 ア ラ ビ ァ 数 字
は 章 を 表 わ す 。 ま た*は 同 一 の 章 に 当 該 の 語 が2度 使 用 さ れ て い る こ と を 示 す 。
1,paliyatopi(1‐1)
折 れ 目 の な い 舟 形 の 帽 子 。 す な わ ち 折 れ 目 に よ っ て 二 つ の 部 分 に(dupaliya)別 れ て お
ら ず 、 全 体 が 単 一 の 部 分(ekpapa)と し て 構 成 さ れ て い る 舟 形 の 帽 子 。[以 上R)「 果
樹 園 の そ ば ま で 来 る と ヴ ィ シ ュ ヴ ァ ナ ー ト プ ラ サ ー ド は 隠 し か ら パ リ ヤ ー 帽 を 出 し て 被
り、 カ ー リ ー の ほ こ ら の 方 を 向 い て 女 神 に 祈 っ た 」
2,Korkaman(1‐3,33,II‐21)
田 畑 の 除 草 に 用 い る 鏝 。 ま た は そ の 鏝 を 用 い た 除 草 作 業 。[以 上0]「 野 良 仕 事 は 一
週 間 お 休 み じ ゃ 。 旦 那 衆 に 言 う て 下 さ れ 。 鋤 も 草 取 り の 鏝 も し ば ら く し ま っ て お い て も
ら お う 」(1-3)「 田 畑 の 除 草 を し な け れ ば イ バ ラ が 生 え る よ う に 、 地 域 で 集 会 を 開
か な け れ ば 、 そ の 地 域 も だ め に な っ て し ま う の だ 」(1-33)な お(II-21)に
は こ の 鏝 と と も にvcaumgi,bidha,kadi・gora,dhanakataniなど の 農 具 が 登 場 す る 。
3,ram・dandi(1-4,II-8,20)
オ リ オ ン座 の 三 つ 星(唐 鋤 星 、 参 星)'を 指 す 。 文 字 通 り は 「ラ ー ム の 杖 」 の 意 味 。[以
上0、R]「 よ し、 鬼 女 め 、 出 て き よ っ た か 。 ち ょ う ど12時 じ ゃ 。 三 つ 星 が 頭 上 に
き た 」(II-8)
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4,situa(1‐6)
(砂糖 を こそげ るのに用 いる)貝 殻 製の小 さなさ じ。G[p.59JにAscraperofremoving
thelayerofcleansugar.Whenmadeofshell,itiscalledsitua,orisSouth‐West
Shahabad5蜘んα,orsutuha.とあ る の に 拠 った。 「朝 に4セ ール、 夕方 に3セ ー ルの
乳 が搾 れ た。 しか しばあ さん は、 ヨー グル トひ とさ じす ら口 にさせ て くれ なか った」H
Sは 地 方語 彙 と してsituiを記 載 して 「池 の小 貝」 と記 し、言 い換 え と してsutuhi,situhi
の2語 をあ げ てい る。 したが っ てsituiとsituaは同系 の語 で あ る。 ちなみ にsutuhiの
意 味 に は、幼 い子 供 に ミル クを飲 ませ る の に よ く用 い る小貝 、 ケ シか らアヘ ンを掻 きだ
す の に用 い る貝 、漬物 にす る マ ン ゴー を剥 くた めの貝 な どが あ げ られ て い る。 なお、M
HKはsutuhiとsituhiのみ を記載 し、situiは取 り上 げ てい な い。
5,khopsahit・kabutaraynamah(1‐6,37)
khopは鳩 小 屋 。鳩 小屋 もろ とも鳩 が潰 れて しま う、が原 義。慣 用句 として、あ る家が
住 んで いる人 間 も建 物 も ともに滅 び去 って しまう、跡 形 もな く失 われ て しま うこ と。[以
上0]「 イ ギ リス は今 また手 を弛 め てお るだ け じゃ。 そ れで皆飛 んだ り跳 ね た りして お
るの よ。 じゃが今 度 怒 っ た ら、 鳩 も鳩小 屋 も もろ と もに...」(1-6)「...す べ て
は我 々 の手 の 内 にあ るので す か らな。何 な らこ う証言 しま しょうか、 ええ っ閣下 。 すべ
て こんな い い加 減 な こ とをす る よ うに命 じ られ たの は私 で す、 と。 そ う して書類 や手紙 、
書 き付 け の類 を公 に した ら、 もうそ れ まで。 鳩 も鳩小 屋 ももろ と もに潰 れ て_」(1-
37)ま たJ[P.150]にも次 の よ うに用 い られて いる。「『わ しは たっ た今 パ キス タン部
落 か ら戻 って きた と ころで す...奴が トラ ックで 来 と ります 』『何 で また?』 『鳩 も小 屋
ももろ と もに潰 しち まお う と し とる ん です...娘と一緒 に親 父 もお袋 も、 み な トラ ック
に詰 め こ んで連 れ て行 くっち ゅう とる んで す』」
6,pachiyaritola{1‐7,II‐1)
西 の(pachiyari)集落(tola)。[0]な お この 語 はpicharyaritoleの形 で もあ らわ
れる。(1-37)ま た 「西 の」 を意味 す る形容 詞 には他 にpachawariya,pachawariya
が あ り、西 方 の カー ヤ ス ト(pachawariyakhaith)(1-10)、西 の棟(pachawariya
ghar)(1-38)な どの用 例 が あ る。
7,dhorhasamp(1‐9)
水 辺 にすむ 無毒 の蛇 。両手 を広 げた ぐらいの大 きさまで成 長す る。[0、R]「 壷 が
波 にゆれ た。す る と中 か ら ドー ラ ー蛇 が鎌 首 を もた げ、『ヒュー ヒュー 』 と,自、を吐 きは じ
め た」
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8,jaridahar(1‐15)
日照 り(sari)と洪水(dahar)。[0]「 タフ シール ダー ルの脱 穀場 は大脱穀 場 と呼
ばれ てい る。 た とえ 日照 りや洪水 に見 舞 われ て も二 千 マ ウ ン ドの米 が集 まる」 ち なみ
にU[p86】には訳語 としてsukhaourbarhが与 え られ て いる。
9,mulgain(1‐15,II‐1)
音 頭取 り。 ビダーバ ト(ヴ ィ ドゥヤーパ ティ)・ナーチ な どの民 間芸能 の一座 で、歌 い手
衆 の中心 と して最前列 で歌 う者 。[以上V]「 リバ ドゥー は踊 り(ビ ダーバ ト ・ナーチ)
の音頭 取 りじゃ。音頭取 り、つ ま りミュー ジ ック ・ダイ レク ター」(1-15)「 コーヤ
ル ーが小 長太 鼓打 ち(kholwaha)で,シー ターナ ー トバ ー ブーが 音頭 取 りだ。年 は とっ
て もシー ター ナ ー トバ ーブ ーの声 は実 に力 強 い」(II-1)ま た、J[P102]にも用例
が ある。 「一 方、一座 の者 たち は音頭取 りの カー レー と一 緒 に歌 いは じめ た」 なおMH
Kはmulgaunの形で 地方 語 彙 として記 載 し、 「踊 りや 歌 の一座 で他 の仲 間 の者 たち に踊
りや歌 を教 え る人 物(東 部)」 との語 義 を与 え て いる。 ま さに上記例 文 の ミュー ジ ック ・
ダイ レクター にあ たる。
10、jamlnka(1-15)
幕 開 け前 の呼 び込 み の太 鼓 の リズ ム、呼 び込 み太 鼓[0]「 ビダーバ ト ・ナー チの
長太 鼓(ム リダ ング)が 呼 び込 み を打 って いる。 さあ こい、 さあ こい」 またT[p134]
に も呼 び込 み の意味 が 明 瞭 な用 例 が あ る。 「ラー ルモ ーハ ル は言 っ た。『ま だ幕 はあ が っ
と らん。今jaminkaを打 っ て いるの じゃ、客 を集 め るた め にな』」
なお、calanti(1-15)もリズ ムの名称 で 、J[P57}やPP[p116]に用例 があ るが、
どの よ うな リズ ムか は不 明 。
11,alhua(1-15)
サ ツマ イモ、 甘藷 。S[p282]にalhua=sakarkandとあ る のに拠 っ た。 π次 は果物 と
干 し果物 で ご ざる、閣下 』『そ れ ウ ドンゲ ノキた たえ い、 イ チジ クた たえ い、 サ ツマ イモ
たたえ い』」 また この語 は、BB[p57]にはaluaの形 で用 い られて いる。「(お前 の おば
あ さんは)5カ ッ ター の畑 をサ ツマイ モ(sakarkand)の蔓 で いっ ぱい に した。 そ れで、
15マ ウ ン ドのサ ツマ イモ(alua)が獲 れ たの じゃ。..。マー グ月 にな る と別 の3カ ッ
ター の畑 に もサ ツマイ モ(alua)をす で に植 え てお った」
12,dhip・dhap(1-15)
で こほ この土 地[0],「 路 地 も測 っ て、で こぼこ も測 っ て、水汲 み場 や道 も測 って、」
13,phataknath・girdhari{1‐15,II‐6)
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一文 無 しで他 人 の施 しを求 め て歩 く者[0] ,「皿 を売 っ た金 をバ トワー リー に渡 し、
つ るべ を売 っ た金 をチ ョウ キー ダー ル に渡 す。残 った すず めの涙 ほ どの金 も、書 類 の書
き賃 で ごまか され 、す っか りしぼ り取 られて しもうた、 どうや って辛抱 す る ん じゃ。『と
どめ は』 カ ビール 曰 く、 聞 け尊 者 よ、 くる 日 も くる 日 もただ働 きで、 タンバ リン叩 いて
歌 唄 う。(こ れ じゃ まるで)パ タ クナー ト ・ギ ル ダー リー、 どうや って辛抱 す るん じゃ」
(1-15)「...ラ チ ミー を甘 く見 ち ゃい け ない よ。あ の女 の毒牙 を うま く抜 か ない
と、 あ ん たの住 職 さんは毎 日 タンバ リンを叩 い てパ タ クナー ト ・ギル ダー リー って歌 う
こ とに なっ ち ま うよ」(II-6)初 め の用例 は ミテ ィラー地 方の村 芝居 ビダーバ ト ・
ナ ーチ の道化 の歌 で、 な る ほ ど一文 無 しで ある。 また両方 と もタ ンバ リ ンを叩 きな が ら
歌 を唄 うの は、 そ の よ うに して施 しを求 め るの だ ろ う。 なお後 の用 例 は、住 職が タ ンバ
リンの名 手 で あ る ことに引 っ掛 けて い る。
14,phardi(1‐16)
白の高 価 な。[0],U[p100]の訳 語 はkinaridar=縁飾 りのつ い た。両 者 に差 が あ る
が、 いず れ にせ よ高級 品の衣 服 をさす形容 詞 であ ろ う。 「村 全体 でサ リー が7着 しか も ら
え ませ ん。 うち4着 はphardiで、 旦那 衆 の家 で着 る もの です」
15,karca(1‐29)
葦 ペ ン。kanda(sarkanda二葦、 の仲 間〉 を削 っ てつ くる。kiricともい う。[以 上R]
「帳簿 類 、墨 、 そ れ に葦 ペ ンは他 人 の手 に触 れ させ ち ゃな りませ ん」
16,cakaikecakdhum(1‐32)
囃 し言 葉 、特 に意 味 は ない。[V],「 チ ャカエ ケチ ャク ドゥム、煎 り トウモ ロ コシ(マ
カエ ケ ラー ヴ ァー)...この世 の貧 乏 人か ら金 を しぼ りとっ た奴」
17,akhata(1‐38,II‐14},akhatiya(II‐2Z}
早 く稔 る、 早稲 の。J[P52]`akhatiya'(pahalehitaiyarhonewales)pat、す な わち
(真っ先 に稔 る)ジ ュ ー ト、 とあ るの に拠 っ た。 「バ ー ドー ン月 にな る早稲 の 田圃 が稔 っ
た」(1-38)「1948年4月 の あ る朝 。 この 地方 で早生(わ せ)の ジュー トや
バ ー ドー ン月 に稔 る早稲 を植 え る農 民 は 日の出前 に畑 で ひ と働 きしない といけ な い」(I
I-22)ま たN[p125]には この語 はagataの形 であ らわ れ、そ の脚注 には さらに明 瞭
に 「他 の 品種 の稲 よ りも早 く稔 る、 早 く植 え られ る」 とあ る。
18,khurkhar(1‐42)
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ごたごた、ごそ ごそ。た とえ ば机 な どをゆす って 「ごたごた」音 を立 てる こと。khurkhar
matkaroと言 えば、 「ご た ごた す るな、 静 か に しろ」 の意 味 。転 じて 、 こ こで は騒 動 、
もめ事 の意味 で の 「ごた ご た」 と して使 われ てい る。[以上R]「 なぜか と言 うにで す
な。実 際 今回 の ご たご た、土 地 か らの追 い立 て も競売 もすべ てハ ル ゴ ウ リーバ ー ブー が
始 めた こ とで す か らな」
19,caukhraghar(1-43,II-9,10*,20)
周 囲 が吹 き・抜 けで上 部 のみ に覆 いを した 四角 い大 型 のあず ま屋 。広 々 と した美 しい立
派 な建 物 で、集会所 、寺 院 な どに多 く用 い られ る。[以上R]テ キス トでcaukharaghar
が用 い られて い るの は村 の社 会 党 の集 会所(1-43、II-10*)、 僧 院 をで た ラ
チ ミーが バー ルデ ーオ と住 んでい る竹 と藁で つ くったバ ンガ ロー(II-9)、 お よびカ
リー ム ッディー ンプル にあ る役 人用 の大 きな宿 泊 施設(II-20)で あ る。 いず れ も
建 物 の構 造 や用途 が上記 の説 明 にあて は まる。
20,kahe--kuhe(II‐6)
カ リー ボー リー。BL[p43)にでて くるkah--kuheの脚注 に`ka',`ko'waliboli,hind%
urdu,すな わち 「ka、ko(の 、 を)言 葉 、 ヒンデ ィー語 、 ウ ル ドゥー 語」 とあ るの
に拠 った。「パ ンチ ャーヤ トで は家 で話 す ような言葉 を使 っては な らぬ とい うの が昔 か ら
の掟 だ。の を言 葉 、つ ま り裁 判所 で使 われ る よ うな ウル ドゥー語(kacarahi‐mogalahi)
が達 者 な ほ ど、 よい のだ」
21,batac(II-7*)
くそ、 ええい、畜生 。い まい ま しい気分 や い らだ ちを表 わす間投 詞。 以下 の2つ の用
例 か らその よ うに判 断で きる。 「じゃが どう したのだ、おい 。半分 言 い さ しに して、batac
(くそ)...あとの半 分 は腹 に しも うたか_」 「『400人!』 警 部 はび っ くりす る と、 目
が フク ロウみ た いに丸 くなる癖 が あ る。『4...400人!batac(え え い)...そんな に
多 くの娘 と どこで知 り合 っ たん です』
22,is(II-11,18)iss(II-23)
間投 詞 で特 に意味 は ない。 口癖 の よう に して用 い られ る。[以上R]「 『イス イス 』 タフ
シー ル ダール も胸 を締 めつけ られる。『カマ リーの母 さん。娘 は私 の前 には も う来 て くれ
んの だ ろ うか 。_」(II-11)「 イス...お前 さん た ちは ほん に臆病 者 ら しい。 商人
の心臓 は ノ ミの心 臓 とは よ う言 うた もの じゃ」(II-18)「 イ ッス。 まるで 物語 み
た いな こ と じゃ。 ま った く誰 も知 らなん だ とは」(II-23)ま た この語 は、T所 収
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の 短編 「テ ィース リー ・カサ ム(三 つ 目の誓 い)」 で も主人公 の御 者 の 口癖 と して効 果 的
に用 い られて い る。一例 をあ げ る と[p110]「『俺 の名前_名 前 は ヒラーマ ンだ』女 が座
席 で ほほ えむ...かお る ような微 笑。『だ った らあ んた の こ と、お ま え さんて呼 ぶ こと に
す る わ、お にい さん じゃな くて。私 も ヒー ラー てい うの よ』rイ ッス』 ヒラ ーマ ン には合
点 が いか ない。「男 の名 前 と女 の名 前 じゃちが うと も』」 以 上 の用例 か らは、軽 い驚 きや
感情 の高 ぶ りを表 わす 語 であ る よ うに思 わ れ る。 なお(1-5)で はisbisの形で 一種
の強 調形 と して用 い られて いる。 「す る と兵隊 は わ しの手 に針 を刺 しま したが、 わ しはイ
ス ビス と も言 い ませ んで した(う め き声 一 つ上 げなか っ た、 の 意)」
23,sampani(II‐9}
飾 りた て た上 等 の牛 車。英 人 が利用 す る こと もあ っ た。[R]「 結 び目,特 に轅(な が
え)に 結 んだ紐 には七色 の輪 っかが つ いて いる。...子牛 の頭 には キ ンマの葉 をあ しらっ
た真 鍮 の飾 りを のせ 、首 には貝 殻 の 首輪 と鈴 をか け てい る。.。.バー ルデ ー オ尊者 さ ん
のbaggh1・sampaniが出 たぞ」 また他 の作 品 に は次 の よ うな用例 が あ る。J[p104]
「(ビフ ラー ・ナー チ の)パ ー ラー ・ラキ ンダル(に 扮 した役 者)は 、 ゴー リヤ ル村 の花
婿 の衣 装で 、sampani・gariから降 りて くる」T[p151]「 たっ た今 バ ル ラー ムプ ルの旦
那 のsampani・gariが、 モー ハ ンプル の宿 舎 にお役 人様 を迎 え に い った ところ じゃ」
いず れ の用 例 か ら も上等 の 牛車 で あ るこ とが うかが え る。 またPP[p88,366]では,そ
れ ぞ れ地 主 の家族 の乗 る牛 車、 英人 の乗 り物 と して登 場 す る。
24,ghaskantobacah(II‐18)
いな くなれ と言 うた に、失 せ う と言 った のだ 。ghaskantは動 詞ghisaknaと関係 す る
語 で 、 いな くなれ 、失 せ ろ の意。 それ に、言 った とい う意味 のubach(Skr.uvaca)が
加 わっ た言 葉。 た とえ ば気 に入 らな い人物 が 自分 の そ ばに いて、 そ の者 を退 散 させ た い
場合 に この言 葉 を用 い る。[以 上R]
「よいか、 カ リヤー は 「お らん よう になれ』 にな って しまっ たの じゃ。 社会 党 の名 も
カー リーチ ャ ラ ンの名 も...絶対 口 にす る な」 カー リー チ ャ ランが脱獄 して行 方不 明 に
な った こ とを、 この言 葉 で表 現 したので あ る。 ちな みにU[p327】にはfarar(逃亡 した)
とい う訳 語 が与 え られ て いる0
25,manakutta(II‐22)
小 作料 を あ らか じめ定 め られ た量 の収穫 物 で納 め る こと、物納 。manaはmanで 重 量
の単位 で あ るマ ウ ン ド、kuttaはkutana(見積 る)と 関係 す る語。 田畑 を検 分 して!J・作
料 を何 マ ウ ン ドの収穫 物 とす るか を見積 った こ とに由来 す る言 葉。[以 上R]「 肩 に鋤
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をつ ない だ くたば りかけ の去 勢牛 を駆 りな が ら ビランチ ーが進 んで い る。...コー ヤ リー
組 の ソーバ ラ ンの3ビ ー ガーの畑 をmanakutta(小作料 物 納)で 耕 してい るの だ」
これ と同 じ意 味 の語 にmanakhapがあ る。[R]さ らにK[p261]によればmanakha.p
とmanahundaは同義 であ る。 またRC[p95]には 「何 千 ビーガ ー もの土地 を彼 は農 民 た
ち にmanakhap(kut,manahunda)で与 え て きた。1ビ ー ガ ー につ き4マ ウ ン ドか ら
15マ ウ ン ドまで の率 で」 とある。 こ こでkutはkutanaに通 じ、manakuttaを指 す の
だ ろ.う。 したが ってmanakutta、manakhap、manahundaの3語が同義 語 で あ るこ とは
間違 いな い と思 わ れ るd以 下 の用 例 もそれ を裏 付 け て いる。BL[p169]「manakkhap
を知 っ とるか ね、 お前 さん。知 らんか?ほ れ 、取 れ高 の16分 の1か20分 の1、 また
は10分 の1を 地 主 が取 るん じゃ よ、現 物 で な。1ビ ー ガー につ き1マ ウ ン ド、2マ ウ
ン ド、 また は3マ ウン ド...とい う ぐあい に、決 まった だけ の穀 物 か年貢 の額 を地 主 の と
ころへ納 め に行 くん じゃ」BL[p170}「 マハ プー ラー の小 農300軒 は カー ンバハ ー
ドゥルの1000ビ ー ガ ーの 土地 を代 々manahundaで耕 して きたの じゃ」'
三木 雄 一郎(大 阪 外 国語 大学 講 師)
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